いわ て 未来 づく り 機 構 平成 2 3 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 平成 24 年 2 月 17 日 ( 金 ) 14:00<15 : 
会 場 : 岩手 銀行 第 1 会 議 室 (9 階 ) 


次 第 
1 開会 (14 :00) 
2 各 作 業 部 会 か ら の 報告 等 に つい て (14:00 て 14 : 15) 
① 第 2 作業 部 会 
② 第 4 作業 部 会 
③ 公募 型 復 興 企画 推進 作業 部 会 


3 観光 作業 部 会 の 設置 に つい て (14:15 ン 14 : 40) 


4 ディ スカ ッ シ ョ ン (14 : 40~15 : 25) 
< 国際 リニア コラ イダ ー (1I LC) 計画 に つい て < 


5 その 他 (15 : 25~15 : 30) 


6 閉会 





資料 一 覧 
資料 1 いわ て 未来 づく り 機 構 各 作 業 部 会 の 実績 報告 及び 事業 計画 
資料 2 観光 作業 部 会 の 設置 に つい て 
資料 3 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) 計画 に つい て 
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いわ て 未来 づく り 機構 第 2 作業 部 会 の 実績 報告 及び 事業 計画 


テー マ : 産業 基盤 の 集積 と 強化 に つい て 
座長 : 井山 俊郎 担当 機関 : 岩手 大 学 











剛 1. 開催 実績 等 
第 19 回: 平成 23 年 11 月 14 日: これ まで の 取組 と 今後 の 取組 の 方 向 性 に つい て 
第 20 回 : 平成 24 年 1 月 6 日 : 沿岸 被災 地域 (宮古 ・ 釜 石 ) の も の づく り 産 業 の 状 


況 と 復旧 ・ 復 興 に 対す る 要望 事項 の 調査 


























3 2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 
(1) 調査 
第 2 作業 部 会 の 今後 の 組織 編成 と 事業 内 容 を 検討 する た め , 沿岸 被災 地域 (宮古 , 
釜石 ) の も の づく り 産 業 の 現状 , 市 や 産業 支援 セン ター の 支援 内 容 お よび 今後 の 復 
旧 ・ 復 興 に 向け た 要望 事項 を 調査 する た め , 宮古 市 役所 , 釜石 市 役所 , ( 財 ) 釜石 ・ 
大 地 域 産業 者 成 セ ンタ ー, 企業 と 癌 し 合い を 行う 。 



































(2) 調査 結果 
1 ) 組織 編成 に つい て 
・ 和 被災 地域 , 被災 企業 毎 の 異な る 要望 に 柔軟 に 対応 で きる 組織 
・ 和 被災 地 域 の 企業 や 市 町 村 の 生 の 声 を 聞き , 復興 後 の あ る べき 次 や 方 向 性 を 示 
すこ と が で きる 組織 
・ 復 旧 ・ 復 興 に 対し 即効 性 の ある , また , 中 ・ 長 期 的 展望 に 対応 可能 な 組織 























※ い わ て 未来 づく り 機 構 の 存在 の 明確 化 
* い わ て 未来 づく り 機 構 と し て の 沿岸 被災 地域 に お ける も の づく り 産 業 復 興 に 
対す る ビジ ョ ン の 明確 化 








2) 事業 内 容 に つい て 
・ 各 組織 の 支援 事業 に 対す る 情報 の 一 元 化 
・ 沿 岸 地域 市 町 村 や 企業 と の 情報 交換 
・ 新 事業 創出 と 新 製 品 開発 , 協業 化 , 高 付加 価値 化 , コ スト ダウ ン な ど に 対す 
る 技術 振興 
・ 未 来 を 担う 人 材 の 育成 
・ そ の 他 























3) その 他 
・ 被 災 地 域 で の ラウ ンド テー ブル や 作業 部 会 開催 











3. 今 備 の 取組 = 
(1) 今年 度 第 3 回 (第 21 回 ) の 作業 部 会 の 開催 
調査 結果 に 基づい た 今後 の 組織 編成 と 事業 内 容 の 確定 
1 ) 組織 編成 ( 案 ) に つい て 
・ 被 災 地 域 は 広範 囲 な の で , 始め に , 宮古 ・ 釜 石 地域 に お ける 要望 へ 対応 する 
2 


た め , 岩手 県 沿岸 広域 振興 局 , 宮古 市 役所 , 釜石 市 役所 , 釜石 ・ 大 杜 地域 産 
業 育成 セン ター, 地域 企業 を 含め た 組織 編成 












































事業 内 容 ( 案 ) に つい て 
・ 各 組織 の 支援 事業 全体 に 対す る 情報 一 元 化 の 方 策 
・ 沿 岸 被災 地域 の 市 町 村 や 企業 と の 情報 交換 の 場 の 設定 


ロロ 


ュー ン 
























































・ 雇 用 創出 の た め の 新 事業 創出 ・ 新 製品 開発 , 当面 の 技術 的 課題 に 対す る 支援 
東 


・ 人 人 材 育成 の た め の 支 援 策 
・ そ の 他 











いわ て 未来 づく り 機 構 


テー マ : 地域 力 を 支え る 人 材 育成 


第 4 作業 部 会 の 実績 報告 及び 事業 計画 
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(2) いわ て 高等 教育 コン ソー シア ム へ の 「 地 域 リ ー 
昨年 度 か ら 検 討 し て いる 「 地 域 リ ー 
言 を 、7 月 に 





、 い わ て 高等 教育 













































































































































































計 366 件 の 人 材 育成 プ 
ペー スン シス テム トッ ダバ ペー ジ 」 
な お 、 今 年 度 か ら 岩 災 復興 に 




















参照 の こと ) 。 
関係 し た 人 材 育 














うに し て お り 、 2 月 7 
次 年 度 以降 も 引き 続き 、 情 
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ダー」 像 に つい て 、 
ュ コンソーシアム に 提出 し た が 、 


成 プ 
現在 で 外部 向け が 12 件 、 
や 各 機 関 で の 本 デー 








ダー」 像 提言 


ーー 
ュー 





れ ま で の 検討 結果 を 3 
この 提 








E と め た 提 
言 を 広く 地域 の リー ダ 


座長 : 後藤 沿 人 担当 機関 : 岩手 大 学 

上 a 
第 20 回 : 平成 23 年 7 月 6 日 : 今 年度 の 活動 計画 と 「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提 言 に つい て 検討 
第 21 回 : 平成 23 年 11 月 16 日 : 今年 度 の 活動 計画 の 具体 化 ( ie 
2. 検討 内 容 ( 主 な 議論 ) II ここ べべ ね 
(1) 作業 部 会 の 活動 方 針 

GR に 活動 する 。 

・ 具 体 的 に 昨年 度 の 活動 に 「 震 災 復 興 」 の 視点 を 加え て 、 活 動 を 継続 する 。 

RE シア ム と 連携 し た 、 復興 に 向け た 人 材 育成 に 取り 組む 。 


















































ログ ラム が 登録 され て いる (別紙 「 地 域 力 を 支え る 人 材 育 
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ログ ラム を 、 通 常 の 分 
内 部 向け が 2 件 
タベース の 活 



































































































































) 類 と は 別 ( 
登録 され て いる 。 
を 依頼 し 、 地 域 の 人 











一 育成 に 役立て いた だ く た め に 、「 地 域 で の 人 材 育 成 」 を テー マ に フォ ー ラ ム 等 の 開催 を 検 
討 し 、 次 年 度 の 開催 を 目指 し て いる 。 

(3) 人 材 育成 デー タベース 
7 月 か ら 8 月 に か け て 人 材 育 成 デ ゲー タベース 更 新 に 係る アン ケー ト 調 査 を 実施 (対象 : 機 
構 会 員 、 県 内 の 地方 自治 体 ・ 商 工 会 議 所 ・ 農 協 ・ 漁 協 ・ 森 林 組 合 ・NPO 団体 、 計 480 機関 ・ 
団体 ) し 、10 月 に は 過去 に ご 回 答 い た だ いた 機関 に 対し 、ID 等 を 付与 し 、 各 機関 で 本 デー 
タベース に 、 直 接 、 研 修 等 の 情報 を 登録 で きる よう に デー タベース の 更新 を 行っ た 。 そ の 
結果 、2 月 7 現在 で 、 今 年 度 実施 の 外部 向け 研修 等 が 247 件 、 内 部 向け 研修 等 が 119 件 、 


成 デ ー タ 


こ 検 索 で 














材 育 成 に 寄与 する こと を 目指 す 。 
(4) 地方 自治 体 等 と 共同 で の 人 材 育 成 プ ログ ラム の 実施 (八幡 平 市 ) 

昨年 度 よ り 行 っ て いる 「 大 学生 に よる 地域 づく り 活 動 (共催 : 八幡 平 市 、 い わ て 高等 教育 
コン ソー シア ム ) 」 は 、 9 月 の 合宿 終了 後に 、 地 域 の 様々 な 魅力 の 発見 と 再 確認 、 ま た 、 そ 
の 発信 を 目的 に 「 地 域 の 魅力 MAP」 を 作成 し た 。 次 年 度 以降 も 同 MAP 作 り を 継続 し 
山間 地域 の 活性 化 に 寄与 する こと を 目指 す 。 

また 、 冬 季 の 地域 活性 化 の 取り 組み と し て 、2 月 11 日 ( 土 ) 、12 日 (日 ) に 、 現 在 は 廃校 









































と な っ て いる 旧 告 市 小学 校 グ ラン ド を 会 場 に 、 雪 まつ り を 昨年 に 引き 続き 開催 し た 。 今回 は 
「 絆 」 を テー マ に 、 陸 前 高田 に ある 「 和 希望 の 灯り 」 の 分 火 式 や 地域 住民 と 共同 で の 雪 像 人 
キャ ンド ルナ イト を 行っ た 。 
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(5) 地方 自治 体 等 と 共同 で の 人 材 育成 プロ グラ ム の 実施 (久慈 市 ) 
東日本 大 震 災 の た め 延 期 と な っ た 、 入 慈 市 で の 人 材 育 成 プ ログ ラム 「Kuji Cafe」 を 、11 
月 28 日 (月 ) に 入 慈 グラ ンド ホテ ル で 実施 し た (別紙 「 第 1 回 Kuji Cafe ポス ター」 参照 の 
こと ) 。 「 再 生 可 能 エ ネル ギー に 着目 し た 久慈 地域 の 未 利 用 資源 の 可能 性 」 を テー マ に 、 岩 
手 大 学名 誉 教 授 の 馬場 守 先生 、 周 手 大 学 農学 部 助教 の 伊藤 幸男 先生 に 話題 提供 いた だ き 、 参 
加 者 と 意見 交換 を 行っ た 。 馬場 先 生 に は 太陽 光 発 電 に 関す る 技術 的 な 進化 の 過程 や 今後 の 見 
通し に つい て 、 伊藤 先生 に は 、 木質 バイ オマ スエ ネル ギー に 関す る 現状 、 県 内 で の 活用 事例 、 
また 、 木 質 バ イオ マス 利用 が 地域 経済 に 与え る 効果 等 に つい て 話題 提供 いた だ いた 。 ま た 、 
意見 交換 で は 、 地 元 林業 関係 者 より 一 般 家庭 等 で の ペレ ッ ト ス トー ブ プ 普 及 に つい て の 組織 的 
な 取り 組み が 必要 と の 意見 が あっ た 。 
現在 、 上 記 意 見 が きっ か け と な り 、 木 質 バ イオ マス 利用 に 関す る 新た な 組織 作り が 動き 出 
し て お り 、 大 き な 成 果 に 繋が る こと が 期待 され る 。 
な お 、 第 2 回 は 3 月 21 日 ( 水 ) に や ませ 土 風 館 に お いて 、 外 か ら の 視点 を 取り 入れ た 地域 
活性 化 を テー マ に 、 岩 手 大学 学 生 を ゲス トス ピー カ に 招き 、 開 催す る 予定 で ある (別紙 「 第 
2 回 Kuji Cafe ポス ター」 参 照 の こと ) 。 




















































































































































































































































































































































































































































































の コ 


「 地 域 リ ー ダ ー 像 」 提言 を 広く 活用 いた だ く た め に 、 フ ォ ー ラ ム 等 の 開催 を 行う 
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(2) 人 材 育成 デー タベース 
引き 続き 、 登録 情報 及び 機能 の 更新 を 行う と 共 
広く 認知 され る よう に 広報 活動 を 行う 。 











ーー 


こ 、 地域 で の 人 材 育 成 ツ ー ル の 1 つと し て 、 




















(3) 県 内 自治 体 が 行う 人 材 育成 事業 へ の 支援 
八幡 平 市 、 久 慈 市 と の 人 材 育成 事業 を 継続 し 、 そ こ か ら 得 た ノウ ハウ 等 を 活か し て 他 自 治 
体 で も 同様 の 事業 実施 の 可能 性 を 探る 。 




































































地域 力 を 支え る 人 材 育 成 デー タベース シス テム | いわ て 未来 づく り 機 構 08/02/12 12:41 


岩手 で 、 プ ロフ ェ ッ ショ ナル を 目指 す 人 と 、 人 材 育成 プロ グラ ム を 発信 し た い 人 の 、 集 い の 場 
農業 、 工 業 、 観 光 、 医 療 、 内 部 研修 、 そ の 他 、 県 内 各 分 野 の 情報 多数 


地域 力 を 支え る 


り 機構 | 


人 人 繕 寄 成 ニス ンス 日 レバ ーッ a ロッ oom 





黒人 材 育成 デー タベース と は 


いわ て 未来 づく り 機構 の 第 4 作業 部 会 で は 「 地 域 カ を 支え る 人 材 育 成 」 を テー マ に 、 各 種 取 組 を 行っ て お り ま す 。 ん ンプ いい 
その 取組 の 一 つと し て 、 県 内 の 各種 機関 で 開催 し て いる 研修 プロ グラ ム を 取り まとめ た 人 材 育 成 デ ー タ ベー ス を 作成 いた し まし た 。 。 ノ 
この 人 材 育 成 デ ー タ ベー ス は 、 例 えば 、 バ 
【 研 修 の 受講 者 】 つ 各 業 種 ・ 各 層 が 開催 し て いる 研修 プロ グラ ム の 詳細 の 確認 
【 研 修 の 主催 者 】 多様 な 研修 プロ グラ ム の 先行 事例 の 確認 と 自 プ ログ ラム の 改善 や 強化 
な ど に 活用 する こと が で きま す 。 
デー タ 内 容 の 更新 や 扱う 領域 の 拡大 、 関 連 プロ グラ ム の ネッ トワ ー ク 化 な ど 、 今 後 と も 改善 を 続け て 行き ます ので 、 ど う ぞ ご 活用 下さ い 。 
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| 外 部 | 内 部 | 
に | | 1 pe T lg | | ーー お 
Ss @ 上 0 る %® 2 
~ 農 林 水 産 時 WI 医療 福祉 | 起業 : 経 営 教育 学術 ed その 他 の | 「OTAL OE 
分 野 ! | 工業 分 野 | 観光 分 野 | 分 野 分 野 分 野 分 野 | 分 野 | 内 部 研修 
22 年 度 30 件 40 件 7 件 48 件 50 件 64 件 49 件 34 件 322 件 246 件 568 件 
ーー (30 件 ) (40 件 ) (7 件 ) (48 件 ) (50 件 ) (64 件 ) (49 件 ) (34 件 ) (322 件 ) (246 件 ) (568 件 
H23 年 度 30 件 96 件 3 件 29 件 21 件 26 件 32 件 10 件 247 件 119 件 366 件 
33 件 ) | 104 件) (3 件 ) (35 件 ) | (29 件 ) | (32 件 ) | (39 件 ) | (15 件 ) | (290 件 ) | (119 件 ) | (409 件 
| 
Ka 本 IS CE i | 
1 件 2 件 0 件 2 件 4 件 1 件 2 件 0 件 12 件 2 件 14 件 
ie 当 上 (2 (2 件 ) (0 件 ) (2 件 ) (4 件 ) (3 件 ) (3 件 ) (2 件 ) (18 件 ) (2 件 ) (20 件 ) 
上 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 
(0 件 ) (0 件 ) (0 件 ) (0 件 ) (0 件 ) (0 件 ) (0 件 ) (0 件 ) (0 件 ) (0 件 ) (0 件 ) 
60 件 | 136 件 10 件 | 77 件 | 71 件 | 90 件 81 件 44 件 569 件 365 件 934 件 
(63 件 ) | (144 件 ) | (10 件 ) | (83 件 ) | (79 件 ) | (96 件 ) | (88 件 ) | (49 件 ) | (612 件 ) | (365 件 ) | (977 件 ) 
ーー | | ee | | El EN | | = 
1 件 。 | 2 件 oO 件 。 | 2 件 | 4 件 | 1 件 2 件 0 件 12 件 2 件 14 件 
tr CD (0 件 ) (2 件 ) (4 件 ) (3 件 ) (3 件 ) (2 件 ) (18 件 ) (2 件 ) (20 件 ) 
1 | | | | | 





※ 研 修 実施 組織 の 内 部 に 閉じ た も の を 内 部 研修 、 そ れ 以 外 を 外部 (お お むね 一 般 向 け ) と し て いま す 。 

※ 平 成 23 年 度 よ り 各 研修 の 関連 分 野 に 関す る 各 分 野 の 登録 数 を 表示 し て いま す 。 

※ 平 成 23 年 度 よ り 各 研修 の 岩 災 復 興 に 関連 する 各 分 野 の 登録 数 を 表示 し て いま す 。 

※ 上 記 表示 内 容 は 上 部 の 数 字 が 主 分 野 の み の 実 数 で 、 下 部 の () 内 の 数 字 は 関連 分 野 を 含め た 述べ 数 と な っ て お り ま す 。 


























時 新着 情報 ・ ト ピッ クス 


史 お 知ら せ 一 覧 
昌 2011-10-31 デー タベース の 更新 に つい て 4 
本 デー タベース に 平成 23 年 度 分 の 人 材 育 成 プ ログ ラム の デー タ を 登録 いた し まし た の で お 知ら せい た し ます 。 0 
アン ケー ト に ご 協力 いた だ きま し た 機関 等 に お か れ ま し て は , 誠に あり が と う ご ざ いま し た 。 
な お , 上 記 デ ー タ 更新 に 加え , 本 年 度 よ り 「 岩 災 復 興 関連 ] の 人 材 育成 プロ グラ ム の 検索 が び が で きる よう に な り 
まし た の で , ご 活用 いた だ だ ける と 幸い で す 。 














ご 不明 な 点 等 あり まし た ら , 本 ペー ジ 下 部 の 「 お 問い 合わ せ 」 又は 岩手 大 学研 究 協力 課 八重 棲 ま で ご 連絡 くだ 
さい (連絡 先 :0196216851) 。 


還 。 簡 易 検索 


検索 し た い プ ログ ラム に つい て の 「 条 件 」 を 指定 し 「 検 索 」 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 条 件 に 合致 し た プロ グラ ム が 表示 され ます 。 
な に も 指定 ・ 入 力 は けず に 、[ 検 索 ] を 押す と 、 デ ー タ ベー ス に 登録 され て いる すべ て の デー タ が 表示 され ます 。 


<( 




















キー ワー ド か ら 探 す 地図 か ら 探す (H23 年 度 2 月 以降 の 予定 が 表示 され ます ) 


地図 の 各市 町 村 を クリ ッ ク す る と 、 市 町 村 ご と に 情報 が 表示 され ます 。 
下 の 地域 の リン ク を クリ ッ ク す る と 地域 別に 情報 が 表示 され ます 。 





る キー ワー ド 
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地域 力 を 支え る 人 材 育成 デー タベース シス テム | いわ て 未来 づく り 機 構 08/02/12 12:41 





@ 年 度 [Hz3 

9 の 野 

9 開始 月 へ (選択 議 。 品 末 定 を 含む 
る 開催 市 町 村 

る 開催 場所 [Jl で キヨ き ヨ キ ー {1〔1】 

る 岩 災 復興 関連 謀 災 復興 関連 を 表示 する 

る 表示 件 数 ©20 O50 O100 O500 


本 年 度 分 を すべ て 表示 





還 県 北 広域 画 盛 岡 広域 較 県 南 広域 量 沿岸 広域 














トッ プペ ー ジ | 検索 ペー ジ | サイト の 使い 方 | お 問い 合わ せ 


Copyright (C) いわ て 未来 づく り 機構 . All Rights Reserved. 
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Kuji Cafe 


Kuji Cafe ほ テー マ に 対し て 、 証 題 を 手 僕 し 
博 き ん で 、 箇 喘 し 意見 変 細 を すず る 斉 で す 。 


て 第 回 テー マ - ~ 
再生 可能 エネ ルギー に 着目 し た 
久慈 地域 の 未 利用 資源 の 可能 性 


日 時 : 平 成 23 年 11 月 28 日 (月 ) 14:30-17:30 
・ 久 半 グ ラン ド ホ テル 7F ス カイ ホー ル 

「 太陽 光 発 電 と 環境 エネ ルギー 収穫 の 
未来 を 考え よう 」 

岩手 大 学 名 稔 教授 馬場 守 氏 

「 木 質 バ イオ マス エネ ルギー 利用 の 展望 」 
岩手 大 学 農学 部 助教 伊藤 幸男 氏 













参加 費 :500 円 (コー ヒー、 資料 代 と し て ) 

定 30 名 ( 先着 順 ) 

交 Kuji Cafe 終 了 後 に 希望 者 の み 
。 (会 費 4.000 円 ) 


申込 先 : 久 慈 市 総合 政策 部 産業 開発 課 ( 間 幅 ) 
電話 :0194-52-2369 FAX:0194-52-3653 


催 : 久 半 市 、 いわ て 未来 づく り 機構 

催 : 岩 手 大 学 地域 連携 推進 セン ター 

援 : 岩 手 県 県 北 広域 振興 局 、 久慈 商工 会 議 所 、( 社 ) 久 弟 青 年 会 議 所 、 久 惹 地域 雇用 創造 
夫 議会 、INS「 海洋 と 社会 」 研 究 会 久慈 支部 


湖 培 肝 








Kuji Cafe 


Kuji Cafe ほ テー= マ に 諸 じ で て 、 買 是 を 鍋 僕 し 
ttt openid 


[よそ 者 若者 ・ 馬 鹿 者 」 視点 に よる 
地域 活性 化 


日 時 : 平 成 24 年 3 月 21 日 ( 水 ) 18:00-20:00 
場 所 : や ませ 土 風 館 1F 多目的 ホー ル 
話 題 :「 住 民主 体 の まち づく り を 育 お 契機 と し て 一 2 地 
域 で の 事例 を 踏ま えて <」 

岩手 大 学 大 学院 農学 研究 科 1 年 

菊地 小百合 氏 

1 
チ 手 法 の 検討 』 0 
岩手 大 学 農学 部 4 年 小高 < 直 。 
「 有 機 農業 と 提携 に 基づく 合 自 多 い 






























4.000 円 ) 
間 幅 ) 
FAX 6O194- 52-3653 


mm 





いわ て 未来 づく り 機 構 公募 型 復興 企画 推進 作業 部 会 の 
実績 報告 及び 事業 計画 


テー マ : いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の 推進 
座長 : 相 澤 徹 担当 機関 : 県 立 大 学 











_1. 開催 実績 等 oo 
第 1 回 : 平成 23 年 10 月 28 ・ いわ て 公募 型 復 興 企画 (仮称 ) の スキ ー ム 及び ワー クシ ョ ッ 


プ の 基本 方 針 に つい て 検討 
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第 2 回 : 平 成 23 年 11 月 18 日 : いわ て 公募 型 復興 企画 (仮称 ) の 進め 方 及び ワー クシ ョ ッ プ 
の 開催 に つい て 検討 

平成 23 年 12 月 18 日 : 第 1 回 ワー クシ ョ ッ プ 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 開催 

平成 23 年 12 月 18 日 : いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の 提案 募集 開始 


























(1) 公募 型 復 興 企画 推進 作業 部 会 の 設置 趣旨 
・ 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 は 、 国 や 自治 体 等 に よる 取組 み に 期 待 さ れる と ころ 

が 大 きい が 、 公 的 取組 み だ け で は 、 地 域 及 び 個 人 へ の 目配り に 欠け る 部 分 が 出 て 、 地 域 の 

a ie ) で ある 。 

この た め 、 国 内 外 に 存在 する 多く の 知恵 (アイ ディ ア ) が 詰まっ た 、 復 興 の た め の 先 

i 民間 が 支援 し 、「 地 域 の 主体 性 」 「 地 

域 の 自立 」「 人 と 人 の つなが り 」 を 大 切 に し た 取組 み を 進め る 。 
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(2) いわ て 三陸 復興 の か け 橋 の スキ ー ム 等 
① プロ ジェ クト の 趣旨 
・ 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 向け 、 東 北 の 文化 、 伝統 に 根ざし た 地域 資源 を 活か し た 、 
地域 主導 に よる 復興 企画 の 公募 と 国内 外 か ら の 支援 の 呼 込み 
・ 地域 の 人 々 、 企 業 の 思い と 行動 を 国内 外 の 専門 家 や 支援 者 が 支え る 「 共 助 の 仕組 み 」 の 
実現 
② プロ ジェ クト の 概要 

ア いわ て 復興 支援 ポー タル サイ ト を 通じ て 提案 を 募集 
イ 作業 部 会 及び 県 内 外 の 有識者 に よる 助言 に より ブラ シュ アッ プ を 行う 

ウ 機構 で は 、 関 係 団体 等 の 協力 を 得 な が ら 実 行 を 支援 (マッ チン グ ) する 。 








































































































































































































エ プロ ジェ クト は 、 平 成 25 年 度 末 まで 継続 し て 実施 する 。 
③ 募集 概要 
【 募 集 内 容 】 画 提案 型 提 案 と ニー ズ 型 提案 の 2 つの 区 分 
I i i NE 公益 法人 、 団 体 、 民 間 企 業 及び 個 


人 (国内 外 を 問わ な い ) 























【 募 集 期間 】 平成 24 年 12 月 18 日 (日 ) 平成 24 年 3 月 30 日 ( 金 ) を 第 1 期 と し て 
募集 。 
④ 提案 等 の 実績 


















































【 企 画 提案 型 】 4 件 
【 ニ ー ズ 型 】 2 件 
【 相 談 中 】 4 件 








(3) ワー クシ ョ ッ プ 開催 に つい て 
いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の 周知 及び 復興 を 担う 人 材 育成 を 目指 し て ワー 

クシ ョ ッ プ を 開催 する 。 

① ワー クシ ョ ッ プ の 目的 
真 の 復興 の た め に は 「 地 域 の 自立 性 を 回 復 す る 、 自 ら 考 え 判 断 す る 、 地 域 社 会 の 多 
性 を 養う 」 こ と が 必須 で ある こと を 基本 と し 、 こ れ ら に ワー クシ ョ ッ プ の 参加 者 ( 被 
者 ) が それ に 気づき 、 自 ら が 開か れ た 復興 に 取り 組ん で いく きっ か け を 創る 。 

ワー クシ ョ ッ プ を 通じ て 、 真 の 復興 に つなが る 素材 を 発見 し 、 い わ て 三陸 復興 の か け 
橋 プ ロジ ェクト に つなげ る 。 

いわ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の マッ チン グ を 促進 する た め の ネ ットワーク 













































































浸 面 



























































F 田 オリ ザ 氏 (演劇 家 。 大 阪 大 学 コ ミュ ニケ ーション デザ イン ・ セ ンタ ー 教 授 ) 






































1 回 12 月 18 日 (日) 県立 大 学 宮古 短期 大 学部 で 実施 【 参 加 者 110 名 】 
2 回 2 月 19 日 (日) 沿岸 広域 振興 局 大 会 議 室 (釜石 市 ) で 実施 予定 
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今後 、 以 下 の 活動 を 継続 し て 行う 。 

① プロ ジェ クト 及び ポー タル サイ ト の 周知 ・ 広 報 

② 提案 へ の 助言 、 ブ ラ シ ュ ア ッ プ 、 支 援 提 供 者 の 紹介 等 

③ 提案 の 実施 及び マッ チン グ を 支援 する ネッ トワ ー ク の 形成 









































平成 24 年 度 いわ て 未来 づく り 機構 観光 作業 部 会 の 設置 に つい て ( 素 ) 


H24.02.17( 金 ) 


1 経緯 
平成 22 年 度 の 第 2 回 ラウ ンド テー ブル に お いて 永野 共同 代表 か ら 「 観 光 」 を テ 
ー マ と する 作業 部 会 の 設置 が 提案 され 、 第 3 回 ラウ ンド テー ブル に お いて 設置 が 正 
式 に 承認 され た 。 
その 後 、 震 災 の 発生 に より 、 平 成 23 年 度 の 第 1 回 ラウ ンド テー ブル で 、1 年 先 送 
り し て 24 年 度 に 設置 する こと と され た 。 























2 担当 機関 
岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 




















3 想定 メン バー( 例 ) 

(1) メン バー は 、 次 の よう な 団体 が 想定 され る こと 。 
岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 

岩手 県 商工 会 連合 会 

岩手 経済 同友 会 

旅行 代理 店 (JR 東日本 、HIS、」JTB な ど ) 
岩手 県 内 の 旅館 ホテ ル 業 者 

岩手 銀行 

岩手 県 観光 協会 

各 広 域 振 興 局 (盛岡 、 県 南 、 沿 岸 、 県 北 ) 
岩手 県 観光 課 な ど 
具体 的 な 人 選 は 、 担 当 機関 決定 後に 担当 機関 が 行う こと 。 
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4 取組 テー マ 
本 日 の ラウ ンド テー ブル の 議論 を 踏ま えつ つ 、 企 画 委員 会 で 
付け を 行っ て 作業 部 会 に 示し た いこ と 。 


整 し て 一 定 の 方 向 





5 設置 期間 

当面 2 年 間 と する 。 

《 参 考 》 

① これ まで 作業 部 会 の 設置 期間 は 3 年 また は 5 年 で や っ た が 、 よ り ス ピー ド 
感 を 持っ て 取組 を 進め て いく た め 、 当 面 2 年間 と する 。 

② 初 年 度 は 、 年 度 途 中 か ら の 事業 実施 と な る た め 、 設 思 期 間 が 1 年 間 で は 短 
いと 考え られ る こと 。 























平成 24 年 度 岩手 県 の 観光 施策 へ の 取組 に つい て 


平成 24 年 2 月 17 日 ( 金 ) 商工 労働 観光 部 観光 課 















































1 基本 的 な 取組 方 向 | 
〇 昨年 8 月 に 策定 し た 復興 基本 計画 で は 、 被 災 し た 観光 資源 の 再生 と 復興 の 動き と 連動 し た 全 県 
的 な 誘客 に 取り 組む 。 
〇 また 、 現 在 策定 中 の 第 2 期 ア クシ ョ ンプ ラン で は 、 本 県 の 豊か な 観光 資源 を 生か し 、 国 内 外 の 
観光 客 を お も て な し の 心 で お 迎え する こと に より 、 満 足 度 の 高い 「 滝 在 型 ・ 交 流 型 観 光 」 の 推進 
に 取り 組む 。 




















































































































2 H24 の 取組 方 向 
(1) 国内 観光 


ア いわ て DC に お ける 世界 遺産 「 平 泉 」 を 中 心 と し た 県 内 全域 へ の 旅行 填 要 の 喚 直 
イ いわ て DC 以降 に お ける 継続 し た 誘客 促進 策 の 実施 
ウ 観光 地 づ くり プラ ッ ト フ ォ ー ム 態勢 の 構築 促進 
(2 国際 観光 
ア 東北 観光 推進 機構 等 と の 広域 的 な 連携 に よる 誘客 の 促進 
イ 岩 災 後 の 本 県 の 正確 な 情報 発信 に よる 風評 の 払 し ょ く と 旅行 需要 の 回 復 
ウ 外国 人 観光 客 の 受入 態勢 の 充実 


|3 H24 主要 事業 の 概要 
(1) いわ て デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 推進 協議 会 負担 金 (1 4 百 万 円 ) 
平成 24 年 度 に 行わ れる 「 い わ て DC」 期間 中 の 宣伝 ・ 誘 客 や 各種 イベ ント の 実施 に 要する 経費 
を 負担 。 
(2) イー ハト ー ブ い わ て 観光 振興 事業 費 【 新 規 】(3 8 百 万 円 ) 
「 い わ て DC」 終 了 後 に お いて も 、 全 国 に 向け た 情報 発信 の 強化 と 誘客 事業 を 継続 的 に 展開 す 
る と と も に 、 受 入 態勢 の 充実 強化 に 係る 取組 を 実施 。 
(3) みち の く コ ン ベ ン ショ ン 等 誘致 促進 事業 費 【 新 規 】(4 百 万 円 ) 
観光 ・ 宿 泊 ・ 飲 食 等 の 経済 効果 を 全 県 に 波及 させ る た め 、 国 内 外 の 学会 ・ 企 業 等 の ュ ユン ベン シ 
ョ ン の 誘致 活動 を 実施 。 
(④ FrIiT 受 入 態 勢 整備 事業 【 新 規 】(7 百 万 円 ) 
外国 人 旅行 客 の 受入 態 府 を 強化 する た め 、 平 泉 に 定時 ガイ ド を 配置 し 、 平 泉 の 紹介 を 行う 態勢 
を 整備 。 
(5) 県 北 ・ 沿 岸 地域 観光 力 強 化 支援 事業 費 (6 百 万 円) 
県 北 ・ 沿 岸 地域 の 観光 力 を 強化 する た め 、 中 核 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 配置 し 、 観光 素 材 を 生か す 
た め の 人 材 育成 や 仕組 み の 構 築 、 産 業 間 の 連携 を 促進 する 取組 を 実施 。 
(6) 国際 観光 推進 事業 費 (1 4 百 万 円 ) 
東 ア ジア 圏 (特に 台湾 、 中 国 、 香 港 、 韓 国 ) に 対し て 、 海 外事 務 所 を 活用 し な が ら 認 知 度 の 向 
上 、 旅 行商 品 の 造成 ・ 販 売 促進 等 を 実施 。 


4 課題 等 | 
〇 県 と し て は 、 各 種 媒体 等 を 活用 し た 国内 外 へ の 情報 発信 や プロ モー ショ ン な ど を 中 心 と し た 事 
業 を 展開 する こと と し て いる が 、 民 間 や 関係 団体 と 一 体 と な っ て 取り 組む べき 課題 も ある と 考え 
て いる 。 
G1) 地域 の 観光 資源 を 生か し た 、 よ り 灯 力 的 な 観光 地 づ くり 
② 観光 客 を 温か く お 迎 えす る お も て な し の 実 中 
(3) 観光 地 づ くり や お も て な し の 実践 を 支え る 人 材 の 育成 
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いわ て 未来 づく り 機構 ラウ ンド テー ブル 


国際 リニア コラ イタ ダー( ILC ) 
計画 に 関す る 本 県 の 取組 に つい て 


平成 24 年 2 月 17 日 


岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 





| これ まで の 本 県 の 取組 


基本 的 な 考え 方 
ILC 計 画 を 実現 し 、 世 界 の 最 先端 科学 技術 の 拠点 の 形成 と 産業 集積 を 図る 
こと に より 、 東 北 の 復 興 に 結び 付け て いく 。 


これ まで の 主 な 取組 

高 エ ネル ギー 加速 器 研 究 機構 な ど が 行う 現地 調査 へ の 協力 、 情 報 収集 活動 、 
素 粒子 物理 に 関す る 講演 会 等 を 開催 

岩手 県 独自 に 花岡 岩 岩盤 の 地質 調査 を 実施 (H21) 

岩手 県 と 東北 大 学 と の 共同 研究 で 花 賠 岩 岩盤 の ボー リン グ 等 地質 調査 を 実施 
(H22) 

東北 経済 連合 会 、 東 北大 学 等 と 連携 し 、 東 北 加速 器 基礎 科学 研究 会 を 設立 

(H21) 

東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 の 象徴 的 ブロ ジェ クト と し て 、 国 の 復興 構想 会 
議 に ILC を 核 と し た 「TOHOKU 科 学 技術 研究 特区 」 構 想 を 提案 

政府 に 対し て 、ILC の 誘致 に 向け 、 国 家 ブ ロジ ェクト と し て 取り 組む こと 、 

ILC を 核 と し た 東北 復興 の グラ ンド デザ イン 策定 調査 に 取組 むこ と を 要望 





Il 花岡 岩 岩盤 体 と 高速 交通 網 、 東 北大 学 


Jp に 









joni 千厩 ・ 人 首 花 賠 岩 岩盤 休 

1 北上 山地 に は 、 主 に 中 ・ 古 生 代 の 地層 が 
分 布 し 、 白 亜紀 に 千厩 ・ 人 首 花 賠 岩 岩 体 上 一 
が 貫入 。 トンネル 位置 で の 断層 、 変 質 、 
風化 は な く I LC サイ ト に 適し て いる 。 
ンカ I ER 
国立 天文 台地 球 潮汐 
設 (トン ネル ) 


トー 上 自 a と emePP 8 | 上 6 人 HE 4 1 L TL 
南 森 県 上 。 『 + EE i * - ーー. 電 ノ の 上 = i | 『 


秋田 県 
秋田 新幹線 盛岡 市 農 手 県 




















ーー 高速 道 (完成 後 ) 


ーー 一 新幹線 
新幹線 駅 

花山 岩 岩盤 = 

』 四 

i a 


岬 東北 加速 器 基 礎 科学 研究 会 


【 概 要 】 
設 立 平成 21 年 4 月 
目 的 ILC の 東北 誘致 に 向け た 条件 整備 等 を 行い 、 学 術 の 振興 と 東北 の 活 
性 化 に 資す る 。 
メン バー 東北 の 産学 官 3 1 団体 
代 表 井上 東北 大 総長 高橋 東経 連 会 長 
【 取 組 】 
総会 の 開催 
研究 会 の 開催 NARA 
調査 研究 


= 国際 学 用 市 調査 研究 分 科 会 の 中 間 報 告 (H23.6) 
ILC 研 究 の 円 滑 な 推進 の た め に は 、「 国 際 研 究 所 の 建設 運 


「 研 究 学園 都市 の 整備 」「 地 域 環境 の 整備 」 が 必要 。 
SR 術 都 市 の 形成 に 当たっ て は 、 特 区 に 





東日本 大 震 炎 まけ 、 NN 提案 し た 「TOHOKU 国 際 
科学 技術 研究 特区 構想 」 に つい て 国 に こ 芝 学 。 





IV 地質 調査 


LH22 地 次 調査 
岩手 県 と 東北 大 学 が 共同 で 地質 調査 を 実施 
ボー リン グ 調 査 3 カ 所 、 こ の 他 、 岩 盤 の 状況 に つい て 、 地 震 探査 等 の 物理 探査 








を 実施 a < - Sn 

採取 し た 岩 体 の 分 析 や 人 工 振動 な ど に よる 調査 ・『。 二 還 
解析 の 結果 、 概ね 均質 で 安定 的 な 岩 能 が 形成 され 上 「 午 
gample core C て お り 、 ト ン ネ ル 建 設 に 適し て いる と の 評価 及 の 
eee ーー yes = 



































V TOHOKU 国 際 科 学 技術 研究 特区 構想 ( 1 ) 


東北 全域 、 及 び 日 本 の 復興 を 目指 し 、 世 界 
の フロ ント ラン ナー と な る 素 粒子 ・ 海 洋 ・ 
防災 研究 の TOHOKU 国 際 科 学 技術 研究 特区 を 

























































































































































































































































































形成 。 さ ら に エネ ルギー や 医療 研究 、 高 度 
土木 技術 、 精 密 加工 、IT、 物 流 等 を 含め た い 
関連 産業 の 集積 を 図る 。 三陸 の 『 海 ] の 資源 を 活用 し た 新 産業 創出 等 に 

向け た 産学 官 連携 に まる 海洋 研究 拠点 
9 全長 31 一 50km の 地下 国際 リニア コラ イダ ー 本 ILC) “ンー 
トン ネル に 建設 され る を 核 と し た ノ 
加速 器 を 中 心 と し た 大 
規模 研究 施設 


・ 電 子 と 陽電子 を 光速 
度 ま で 加速 し 、 衝 突 さ 




















































































































































































































































































国際 学術 支援 エリ ア の 形成 / 


せる こと で 宇宙 誕生 = 
ビッ グ バ ン 直 後 の 状 態 
を 再現 し 、 質 量 の 起源 
や 時 空 構造 、 宇 宙 誕 生 
の 謎 の 解明 を 目指 す 















































災 研 究 拠点 の 形成 と 国内 
災 研 究 ネ ットワーク の 構築 












































































































































































































































































































































V TOHOKU 国 際 科 学 技術 研究 特区 構想 (2 ) 


ai 
【ILC に より 見 込ま れる 効果 】 【ILC 関 連 の 経済 効果 】 


す 都 市 の 形成 運営 コス ト 約 200400 億 円 (いずれ も 国際 分 担 ) 


高度 術 、 精 密 術 や 共同 研究 等 を > 
A AA ・ 研究 者 ・ 職 員 及 び 家 族 5,000 人 (常時 ) 


・ 関 連 企業 の 従業 者 及び 家族 _ 3.500 人 等 
基礎 科学 研究 の 成果 を 活用 し た 医療 、 生 命 科 学 、 新 材 
料 、 情報 通信 、 計量 ・ 計測 、 エネ ルギー へ の 波及 効果 P 
単位 : 億 円 
; 設 
( 超 伝 導 、 半 導体 、 電 磁石 、 光 学 素子 、 ス ー パ ー コ ン ビ ピュ 0 上 困 放置 


ー タ 、 セ ン サ 技術 、 精 密 加 工 、 材 料 工 学 な ど 多岐 に わ ak 


KR 
・ 世 界 か ら 研 究 者 ・ 技 術 者 等 が 集まる 世界 規模 の 学術 研 35.880| 16.146| 52.026 
RE 1 


NE 6 ※「 経 済 面 か ら 見 た 国際 リニア コラ イダ ー」 講 演 会 
- 東 北 ・ 日 本 復興 の 起爆 剤 、 シ ン ボル 。 青少年 の 科学 へ 人 


2 野村 総研 北村 氏 資料 より 加工 
の 夢 を 育み 国民 の 誇り を 醸成 


m 2012 年 まで 工学 設計 (建設 サイ ト を 想定 し た 技術 設計 ) 、 ・ 米 ・ EU 政 府 等 に 設計 案 を プロ ポー ー ザ ル 。 
政府 が 立候補 する と いう 流れ っ その 後 、 政府 間 協 議 で 建設 地 を 決定 


復 晶 フェーズ 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































※ 建 設 費 は 約 8,000 億 円 。 ホ スト 国 負 担 は 1/2 と 想定 
2010 年 代 後 半 以 降 10 年 間 で 負担 (年 400 億 円 程度 ) 








VI 復興 に 向け て 


基礎 科学 分 野 に お ける 世界 へ の 頁 献 
強固 な 花岡 岩 岩盤 、 高 速 交 通 綱 の アク セス 、 学 術 拠点 と し て の 東北 大 学 と い 
う ボ テン シャ ル を 生か し 、 日 本 、 そ し て 世界 の 基礎 科学 の 発展 に 貢献 


東北 と 世界 と の 交流 
3 千 人 を 超え る 研究 者 と その 家族 の 居住 、 絶 え ざ る 研究 者 の 来訪 と 滞在 を 通 
し た 、 東 北 と 世界 の 人 々 と の 交流 


産業 ・ 経 済 の 活性 化 
I LC 加速 器 に 関す る 研究 開発 は 、 多 岐 に わた る 先端 技術 を 生み 出し 、 産 業 
の 発展 に つなが っ て いく 。 
* 超 伝 導 、 半 導体 、 光 学 素 子 、 ス ー パ ー コ ンピュータ ー、 情 報 通 信 、 生 命 
科 学 、 精 密 加工 、 新 素材 、 医 療 分 野 ・・・ 
雇用 創出 と 産業 創出 に よる 復興 
加速 器 関連 産業 を 中 心 に 産業 集積 を 図り 、 雇 用 を 創出 し 、 科 学 に よる 東北 の 
復興 を 推進 
青少年 の 科学 へ の 関心 の 高まり 

世界 最 先 端 研究 施設 か ら 生 まれ る 研究 成果 、 世 界 の 研究 者 ・ 技 術 者 と の 交 
流 を 通し た 青少年 の 科学 へ の 関心 の 醸成 と 「 誇 れる 東北 」 を 実現 
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VI 国 の 考え 方 


1 政府 予算 
平成 23 年 度 3 次 補正 で 1 LC 関係 予算 (KEK 運営 交付 金 ) と し て 5 億 円 措置 
(内 訳 ) KEK ( 高 エ ネル ギー 加速 器 研究 機構 ) の 研究 開発 費 、 海 外 動 向 調査 費 、 硝 
振 ・ 北 上 の 地質 調査 費 
平成 24 年 度 予算 案 で は 技術 開発 費 等 27 億 円 措置 ( 対 前 年 度 1 億 円 増 ) 
(内 訳 ) 加速 器 基盤 技術 開発 4 億 円 、 科 学 技術 研究 費 補助 金 5 億 円 、 
KEK 運営 交付 金 18 億 円 ( 1 億 円 増 ) 


2 国 の 基本 的 認識 
① TI LC は 研究 者 レベ ル で 設計 活動 や 検討 が 行わ れ て いる 段階 
② 文 科 省 審議 会 で は いく つか の 課題 が 示さ れ て いる 。 


③ 現 段階 で は 、 研 究 者 レベ ル で の 設計 活動 を 着実 に 進め て いく こと が 重要 で あ 
り 、 今 後 の 動向 を 注視 し た い 。 


Ml 本 県 の 対応 の 考え 万 


1 東北 復興 の グラ ンド デザ イン 策定 へ の 取組 
- 国 が ILC を 東北 復興 推進 の プロ ジェ クト と し て 位置 づけ 、 国 家 プ ロジ ェクト と 
し て 推進 する よう 働き か け 。 


その た め に は 、ILC 建 設 に より 復興 を 遂げ た 東北 の 将来 像 を 描き 、 関 係 者 に 
IL 推進 の 理解 を 得る こと が 必要 。 


I ジ 


ILC 建 設 ILC を 核 と し た 国際 研究 都市 形成 と 東北 全域 に わた る 研 
究 集積 、 定 業 集積 の ビジ ョ ン を 描く も の 


併せ て 、 岩 手 版 の グラ ンド デザ イン に つい て も 検討 
2 県 民 へ の 理解 促進 
・ パン フレ ッ ト 、DVD 等 の 活用 
県 民 向 け に ILC に 関す る 講演 会 、 シ ン ボ ポジ ウム を 実施 
高校 生 向け 講演 会 
中 学校 等 で 授業 を 実施 (KEK 事業 ) 


3 県 内 関係 機関 と の 連携 
- 県 内 経済 界 、 県 南 広域 振興 局 、 関 係 市 町 と の 連携 
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「 イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ リ ニア ・ コ ライ ダー」 
International Linear Collider 
世界 中 の 頭脳 が 集まる 国際 研究 施設 


| ILC/ 国 際 リ ニア コラ イダ ー と は he 
"イン ター ナシ ョ ナル ・ リ ニア ・ コ ライ ダー ” (略称 :ILC) は 、 全 長 31 ご 50km の 地下 トレ ネル に に ニニ ーーー 一 
_ に 建設 され る 加速 器 ※ を 中 心 と し た 大 規模 研究 施設 。 世界 中 の 研究 者 が 協力 し て 、「 世 界 に Kk 
_ 一 つ だ け 」 建 設 し よう と いう 計画 。 現在 、 素 粒子 物理 学者 の 国際 的 組織 が 検討 を 進め て いる 。 

_ ILC で は 、 ト ン ネ ル の 一 方 か ら は 電子 (e-) を 、 も う 一 方 か ら は 陽電子 (e+) を 入れ 直線 の 加速 器 
_ で 光速 度 ま で 加速 し 、 真 ん 中 で 衝突 させ 、「 宇 宙 誕 生 = ニ ビッグ バン 」 直 後 の 状態 を 再現 。 質量 

_ の 起源 や 時 空 構造 、 宇 宙 誕 生 の 謎 の 解明 を 目指 す 。 


※ 電 気 を 帯び た 粒子 (この 場合 は 電子 と 陽電子 ) を 加速 する 装置 a 























































































































ILC が 建設 東北 が 世界 の 最 先端 科学 技術 の 拠点 と な り ま す 


ILC は 、 国 際 協 力 に より 建設 され る 高度 な 学術 研究 施設 。 人 類 の 英知 を 結集 し て 、 素 粒子 物理 学 の 発展 に 大 き な 役割 を 
果たす こと が 期待 され る 。 

数 千 人 と も 言わ れる 研究 者 に 加え 家族 な ど が 居住 する 国際 学術 都市 が 形成 され 、 世 界 最 先端 の 研究 成果 が 東北 地方 
か ら 生 み 出 され 、 東 北 は 国際 的 な 頭脳 拠点 、 科 学 技術 の 発信 拠点 と な る 。 

世界 中 の 多く の 研究 者 や 技術 者 に よる 国際 的 な 研究 交流 が 展開 され 、 こ れ ら 世界 の 頭脳 と の 交流 や 科学 教育 に よっ て 、 
青少年 の 科学 へ の 興味 や 一 般 の 方 々 の 知 的 好奇 心 が 高まる ほか 、 東 北 か ら 次 世代 の 科学 者 や 技術 者 が 育成 され 、 日 
本 や 世界 の 科学 技術 の 振興 、 国 際 社 会 へ の 貢献 が 可能 と な る 。 

我が国 の 生き る 道 は 科学 技術 に ある 。 科学 技術 に 不信 感 な ど が 出 て いる この 時 期 に こそ 、 国際 社会 や 国民 に 向け て 
「 新 し い 時 代 を 築く 科学 技術 の 一 大 プロ ジェ クト に 取組 む 」 と いう メッ セー ジ を 発する こと が 望ま れる 。 


東北 に お ける 新 産業 の 創出 が 期待 され ます 
加速 器 は 医療 ・ 創 薬 ・ 材 料 ・ 工 学 な ど に 汎用 利用 され る 日 本 が 得意 と する 基盤 技術 。 | 
_ ILC は 、 そ の 技術 の 粋 を 集め 、 新 材料 、 超 精密 加工 、 超 伝導 技術 な ど 極限 技術 を 駆使 。 それ ら の 技術 は 、IT、 バ イオ テク _ 
_ ノ フロ ジー、 ナ ノ テ クノ ロジ ー、 医療 、 環境 な どの 様々 な 先端 的 研究 分 野 に も 応用 可能 で ある こと か ら 、 新 た な 産業 の 創出 や 
_ 関連 産業 の 立地 等 を 通じ て 、 東 北 地 方 の 経済 活性 化 に つなが っ て いく こと が 期待 され る 
_ また 、ILC の 派生 技術 と し て 、 加 速 器 ベー ス の シス テム で 原発 か ら 廃 棄 物 (長寿 合 ゃ 核種 ) を 短 寿命 核種 | 
舞 価 2 0 0O0O5O5O5O0808808 SO 50505O95O0959 9595 9 串 


候 補 地 

アメ リカ : シカ ゴ 近 郊 ヨー ロッ パ : ジュ ネー ブ 近 郊 

ジア : 北上 山地 他 1 人 箇所 が 候補 地 ( 花 岡 岩 岩 体 ) 

リニア コラ イダ ー の 建設 の 条件 

31 km て 50 k m の 加速 器用 トン ネル 、 ア クセ ス 用 トン ネ 

ル 、 地 下 大 ホ ー ル (測定 器 を 収容 ) が 建設 で きる こと 

文 電 子 と 陽電子 の 精密 衝突 に は 人 工 振 動 や 活 断 層 が な く 、 

硬い 安定 岩盤 に トン ネル 収容 で きる こと が 絶対 的 必要 条 補 地 は 、 堅 定 な 岩盤 
地帯 で あり 、 既 存 ト 


件 
北上 山地 の 候補 地 は 活 断層 も な く 、 硬 質 な 花 賠 岩 岩 体 が ン ネ ル 人 研究 施設 内 部 















地下 施設 と 地震 
一 般 に 地下 は 地上 よ 
り も 地震 振動 が 小さ 
く な る こと か ら 、 
ILC は 地震 に 強い 施 
設 。 

また 、 北 上 山地 の 候 




























: 想定 され る スケ ジュ ー ル な ど 

: ~2012 年 工学 設計 (建設 サイ ト を 想定 し た 技術 設計 ) 
i ※2010 年 岩手 県 は 東北 大 学 と 共同 で 地質 調査 を 実施 。 
・ その 後 、 日 ・ 米 ・EU 政 府 等 に 設計 案 を 提示 (プロ ボー ザル ) 一 政府 が 立候補 
US Ia Mu ・ 

s 建設 期間 : 7 年 程度 (準備 期間 3 年 程度 、 計 10 年 程度 ) 

: 建設 費 (国際 分 担 ) : 8 千 億 円 (ホス ト 国 負担 1/2 想 定 : 年 間 4 百 億 円 ) 





TOHOKU 国 際 科 学 技術 研究 





東北 全域 の 復興 を 目指 し 、 世 界 の フロ ント ラン ナー と な る 素 粒子 / エ ネル ギー・ 海 洋 ・ 防 災 研 究 ソ ゾー 
ン を 形成 。 宇 宙 、 地 球 、 生 命 の 起源 等 に 関し て 、 国 家 プ ロジ ェクト と し て 、 国際 的 科学 技術 研究 と 必 
要 な 規制 緩和 を 復興 特区 に より 推進 











国際 素 粒子 ・ エ ネル ギー 研究 ゾー ン 














8 RE 5 世界 と 繋が る 復興 : 換 点 研究 機関 の 誘致 8 
日 本 が 世界 を リー ド す る 粒子 線 加 速 器 を 中 核 と し た 「 国 際 素 粒子 ・ エ ネル ギー 研究 所 」 を 東北 地方 に 創設 @ 人 が 集積 し 雇用 を 生む 復興 : ・ 紙 究 開 発 税制 や 進出 企業 の 法人 税 
・ そ の 中 核 と な る 「 素 粒子 物理 ・ 物 質 生命 科学 研究 拠点 」 に IILC/ 国 際 リ ニア コラ イダ ー』 を 誘致 科学 ・ 文 化 を つく り SS 
・ 超 伝導 、 半 導体 、 電 磁石 、 光 学 素子 、 ス ー パ ー コ ンピュータ 、 セ ン サ 技術 、 精 密 加 工 、 材 料 工学 な ど 多岐 に わた る 関 誇り を 生む 復興 : 取得 手続 き の 迅 速 化 、 在 罰 資 格 要件 ・ 
連 産業 の ) : の 組 : 
a 産業 を 創出 し 発展 させ る 復興 : の 8 和 がき) 衝 。 


・ さ ら に 新た な エネ ルギー、 先 端 医療 の 国際 研究 拠点 の 形成 を 目指 す 


と の 】 ニ EE うう | ・ 【 特 区 内 容 】 





岩手 県 資料 3 一 3 


21 世 紀 の 科 学 を 切り 拓 き 、 東 北 と 世界 を 繋ぐ 
~ 世 界 最 先端 の 科学 技術 を 創造 し 未来 社会 へ 貢献 


還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 国 還 還 


・ 国 家 プ ロジ ェクト と し て の 中 核 と な る 








これ に より 、 真 の 国際 都市 に ふさ わし い 環 境 ・ イ ン フ ラ を 整備 、 世界 で も 類 を みな い 科 学 ・ 技 術 ・ 医 療 ツ ー リ ズム を 一 
体 と し て 実現 











































































































素 粒子 物理 ・ 物 質 生 命 科 学研 究 拠点 


・ 物 質 生命 科学 の 新た な 道 を 切り 拓く 
・ 最 先端 量子 加速 器 で 宇宙 の 起源 を 探る 























・X 線 治療 装置 ・ 粒 子 線 治療 装置 
・ 中 性 子 捕捉 療法 (BNCT) 


・ 超 伝導 加速 器 に よる 未 臨 界 (ADSR) 
・ 放 射 性 廃棄 物 処理 研究 


国際 素 粒 子 ・ エ ネル ギー 研究 所 の 中 核 と な る 【 ILC/ 国 際 リ ニア コラ イダ ー】 


世界 の フロ ント ラン ナー と な る 国際 研究 拠点 、 先 端 技術 、 産 業 等 の 集積 ・ 連 携 
KG が 人 あま | ・ 全 長 31~50km の 地下 トン ネル に 建 【 建 設 条 件 】 
. 設 さ れる 加速 器 を 中 心 と し た 大 規模 || 振動 や 活 断 層 が な く 、 固 い 安定 岩 毅 に トン ネル 収容 が で きる こ 
と 





研究 施設 
・ 電 子 と 陽電子 を 光速 度 まで 加速 し 、 
衝突 させ る こと で 宇宙 誕生 = ニ ビ ッ グ 


つ 北 上 山地 は 活 断 層 も な く 、 硬 質 な 花山 岩 岩 帯 が SO0km 以 上 に わ 
た り 分 布 

ー 今 回 の 地震 で も 、ILC 建 設 候補 地 付 近 の 被害 報告 な し 

(候補 地 付近 の トン ネル 内 に 設置 され た 既存 の 観測 施設 内 で の ト 
ン ネ ル 岩 盤 、 機 器 設備 へ の 被害 は 皆無 ) \ 


ナーN 
【 今 後 の 予定 】 


・2012 年 まで 工学 設計 (建設 サイ ト を 想定 し た 技術 設計 )、 日 ・ 米 ・EU 政 府 等 に 設計 案 を プロ ポー ザル 。 政府 が 立候補 する と いう 流れ 
ーー その 後 、 政 府 間 協議 で 建設 地 を 決定 


バン 直後 の 状態 を 再現 し 、 質 量 の 起 
源 や 時 空 構造 、 宇 宙 誕 生 の 謎 の 解明 
を 目指 す 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 建 設 費 は 約 8.000 億 円 。 ホ スト 国 負担 は 1/2 と 想定 
・2010 年 代 後 半 以 降 10 年 間 で 負担 (年 400 億 円 程度 ) 


【ILC に より 見 込ま れる 効果 】 


ILC を 核 と し た 研究 所 等 の 集積 、 世界 の 研究 者 が 暮らす 都市 の 形成 








【ILC 関 連 (国際 科学 研究 都市 ) の 経済 効果 】 
人) 5 2 ( 押 ね 10 年 間 ) 





高度 土木 技術 、 精 密 加工 技術 や 研究 ・ 技 術 機会 を 求め る 様々 な 企業 集積 を 誘発 

基礎 科 学研 究 の 成果 を 活用 し た 医療 、 生 命 科 学 、 新 材料 、 情 報 通信 、 計 量 ・ 計 測 、 エ ネル ギー へ の 
波及 効果 ( 超 伝 導 、 半 導体 、 電 磁石 、 光 学 素子 、 ス ー パ ー コ ンピュータ 、 セ ン サ 技術 、 精 密 加 工 、 材 
料 工学 な ど 多 岐 に わた る 産業 へ の 波及 効果 ) 

・ 世 界 か ら 研究 者 ・ 技 術 者 等 が 集まる 世界 規模 の 学術 研究 交流 を 誘発 

東北 ・ 日 本 復興 の 起爆 剤 、 シ ン ボ ル 。 青少年 の 夢 、 国 民 の 誇り を 醸成 


・ 研 究 者 ・ 職 員 及 び 家 族 5,000 人 (常時 ) 
Li 


・ 活 動 時 約 1.1 万 人 年 








国際 海洋 研究 ブー ン 


・ 海 洋 環境 ・ 生 態 系 の 国際 海洋 研究 
所 を 誘致 

・ 海 洋 物理 、 海 洋 生 物 、 海 洋 地質 等 
研究 拠点 

・ 国 連 大 学 プ ログ ラム の 誘致 

・ 国 内 外 の 研究 機関 な どの 誘致 と 海 
洋 研究 機関 ネッ トワ ー ク を 強化 

・ 波 力 発 電 な ど 再 生 可 能 エ ネル ギー 
研究 を 実証 






国際 防災 研究 ブー ン 


・ 地 球 物理 学 、 大 規模 地震 、 津 波 発 
生 メ カニ ズム 研究 、 国 際 防 災 研 究 
所 を 誘致 

・ 防 災 ま ち づ く り 、 人 材 教育 、 メ モリ 
アル 、 災 害 避難 、 支 援 物 資 備蓄 ・ 供 
給 等 の 機能 

・ 後 世 へ の 継承 と 、 研 究 フ ィ ー ル ド を 
提供 

・ 世 界 へ 津波 防災 学習 の 機会 の 提 
供 
・ 防 災 モ デル 都市 の 建設 と 情報 発 
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戸 

















(単位 : 億 円 ) 


直接 経済 効果 13.800 6,210 20.010 
経済 波及 効果 22.080 9.936 32.016 


※「 経 済 面 か ら 見 た 国際 リニア ライ ダー」 講 演 会 
野村 総研 北村 氏 資 料 よ り 加 工 





平成 28 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 概要 











H 24.2.17( 金 ) 
1 開会 


2 各 作 業 部 会 か ら の 報告 


〇 第 2、 第 4、 公 募 型 復興 企画 推進 の 各 作業 部 会 の 座長 等 か ら 報告 

















3 観光 作業 部 会 の 設置 に つい て 


資料 2 一 1 に 基づい て 、 事 務 局 か ら 説 明 。 











谷村 商工 会 議 所 連合 会 と し て は 、 国 体 へ の 協力 、I LC へ の 応 
援 に 加え 、 和 観光 作業 部 会 の 担当 機関 と なり 、 や や 和 荷 が 重い が 、 
ぜひ 協力 し た い 。 喜ん で お 引き 受け する 。 平 成 21 年 に 出 た 国 の 
新 成長 戦略 で 、 観光 振興 の 基本 は 決ま っ て いる 。 日 商 か ら 観 光 
立国 の 提言 を し て いる 。 県 も 予算 を つけ る よう だ 。 各 団体 の 結 
集 力 を 発 性 し た い 。 






















































































〇 岩渕 きょう は 県 の 観光 課 か ら も 来 て いま す の で 、 来 年 度 の 予算 
事業 な ど に つい て 説明 を お 願い し ます 。 





























〇 観光 課長 資料 2 一 2 で ある が 、 来 年 度 の 県 観光 課 の 取組 で ある 
が 、 基 本 方 向 と し て は 、 艶 か な 観光 資源 を 生か し て 全 県 に 滞在 
型 観 光 を 広め て いき た い 。 復興 と 連動 し て 県 南 の 集客 力 を 沿岸 
に 広げ て いき た い 。 来年 度 、32 年 度 記 り に DC を や る 。 7 月 以 

降 、 和 夏場 の ミド ル 、 ロ ング ステ ィ 、 秋 の 観光 シー ズン に つなげ 

た い 。 各地 域 に ワン スト ッ プ の 体制 を つく る 。 

国際 観光 は 、 原 発 事故 も あり 、 伸 び 悩 ん で いる 。 広域 的 な 連 

携 を し な が ら 取 り 組 ん で いく 。 

主要 事業 と し て は 、 ポ スト DC を に らん だ 事業 を 実施 する 。 

FI 丁 は 個人 旅行 客 に 平泉 を 紹介 する も の 。 ま た 、19 年 度 か ら 

の 継続 事業 と し て コー ディ ネー ター を 設置 する 。 東 アジ ア を 中 

心 と する PR も 予定 し て いる 。 

課題 と し て は 、 平 泉 の 集客 力 が 全 県 に 波及 し な いこ と で ある 。 

隣県 も 含め た 競争 で あり 、 岩 手 県 が 選ば れる よう に 取り 組み た 

い 。 そ の た め 、 わ ん こ 兄 弟 を モチ ー フ に 「 あ な わん 運動 」 を 展 

開 し て いる 。 県 民 運 動 的 な 広がり を つく っ て いき た い 。 








































































































〇 谷村 会 社 の DC に 対す る 取組 と し て 、 六 魂 祭 まで の 期限 付き で 、 

日 動 販売 機 で 、 治 手 尾 の せん べ い を 景品 に つ け て や っ て いる の 

で 紹介 する 。 ま た 、 盛岡 駅 の 弁当 売り 場 で DC の キャ ン ペ ー ン 
A 








〇 藤井 観光 作業 部 会 は 、 来 年 度 か らら 2 年間 や る と いう こと だ が 、 
DC の 動き は 岩手 日 報 に も 出 て いる 。 直ちに 動い て は どう か 。 























〇 事務 局 7 月 以降 、 六 魂 祭 や 平泉 一 周年 な ども 予定 され て お り 、 
DC の 後 の 活動 を し て いき た い 。 











〇 O 藤井 グリ ー ン ツー リズ ム の 客 も 減っ て いる 。 風評 被害 も ある の 
で は な いか 。 県 南 な ど へ の 配慮 を され た い 。 








阿部 有力 な テー マ に な る 。 








中 村 DC は 4 月 か ら だ が 、 一 部 の 人 に よる と 盛り 上 が っ て いな 
いと いう 声 も ある 。 街 中 に 、 そ うい う 雰 囲 気 が な い 。 大 多数 は 
新幹線 で 盛岡 に 来る が 、 ど う 動 く か モデ ルコ ー ス が な い 。 行っ 
て みて 、 そ こ か ら 動 く と き 、 個 人 の 足 で 動く 人 を どう する な か 。 

個人 客 を どう 呼び 込む か 考え て ほし い 。 























〇 観光 課長 DC の 浸透 状況 は 、 ポ スタ ー が で きた の で 、PR し た 
い 。 県 内 の 民放 で CM も 流し て いる 。 テ ー マ は 、 作 業 部 会 の ほ 
うに お 任せ し た い 。 





〇 岩渕 企画 委員 会 で 整理 し て 、 作 業 部 会 に 伝え た い 。 





4 ディ スカ ッ シ ョ ン 


〇 千葉 部 長 それ で は 、 次 第 に 従い ディ スカ ッ シ ョ ン の 部 に 入る 。 
今日 の テー マ は , IL 上 LC に つい て で ある 。 最初 に 、 県 の 取組 み 
状況 の 説明 を お 願い し ます 。 





【 大 平 政 策 監 より 、I LC 計画 に つい て 、 資 料 3 で 説明 。】 





〇 千葉 部 長 今 の 説明 内 容 は 多岐 に わた っ て お り 、 様 々 な 団体 の 取 
り 組 み も あっ た が 、 最初 に 名 簿 の 順に 、IL し LC の 印象 、 期 待 、 
質問 な ど を お 願い する 。 甘 人 竹 様 か ら お 願い する 。 




















〇 O 甘 竹 3 年 前 、 商 工 会 議 所 で ILC 構 想 を 聞い た こと が ある 。 地 
質 調査 が 終わ り 、 適 し て いる こと が 分 か っ た の は 評価 され る 。 
学術 的 で 、 経 済 効果 が ある の は 素晴らし い 。 県 を 挙げ て 取り 
組み 、 誘 致し な けれ ば な ら な い 。 設置 場所 が 岩手 な の で 、 岩 
手 が 東 北 を 引っ 張る べき 。 こ れ ほ ど 進 ん で いる と は 思わ な か 


っ た 。 
































〇 藤井 2 年 前 に 吉岡 先生 の 講演 が あっ た 。 人 仙台 で も 講演 を 聞い た 。 
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きょう は ILC の サイ エン ス の 面 か ら 夢 の ある 話 を 伺っ た 。 ま 
た 、 す そ 野 が 広く 、 サ イエ ンス の みな な ら ず 、 テ クノ ロジ ー、 ま 
ち づ く り ま で 及ぶ と いう こと を 今日 初 め て 伺っ た 。 和 建設 費 が 一 
人 歩き し て ハコ モノ づく り に 終わ ら な いよ うに し た い 。 波及 効 
果 を 県 と し て も きっ ちり 考え て いく と いい 。 大学 と し て も 、 そ 
の 辺 を 協力 し た い 。 











谷村 これ だ け 内 容 の ある 話 を され る の は 、 県 と し て も 、 か な り 





前 か ら 取 り 組 ん で きた の で し ょ 2 う 。 2 年 前 に 地質 調査 に 同行 し 
た 。 江刺 は 山 の 中 、 大 東 は 田んぼ の 中 。 地 下 150 メ ー ト ル に 、 
30 キ キロメートル の トン ネル を つく る 。 岩手 を 日 本 の フラ ンス 
の よう に し た い 。 効果 は 、 言 い 尽 くさ れ て いる 。 どの よう に し 
て 実現 に 結び つけ る か だ 。 窓口 が 問題 。 一 体 化 し て 、 ど こ か が 
中 心 に な っ て 、 ど こ に 笑っ 込め ば 国 を 動か せる か 。 目利き が 大 
切 。 具体 的 な 行動 計画 を つく っ て 、 筋 の いい ライ ン で 国 に 到達 
する 。 そ うい う 時 期 で ある 。 







































































〇 中 村 以前 、 研 究 室 で 素材 の 分 析 に 使っ た こと が ある が 効果 が あ 
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っ た 。 世界 的 な 装置 を 置く 条件 が 岩手 に そろ っ て いる の は 、 運 
が いい 。 世界 の 科学 の 発展 の 拠点 に し た い 。 受け 入れ 側 と し て 
は 、 た くさ ん の 研究 者 が 集まっ て き て 長期 滞在 する の で 、 そ う 
いう 環境 を 作ら な いと いけ な い 。 そ の た め の グ ラン ド デ ザ イン 
早く 示す こと が 誘致 の 原動力 に な る 。 大 雑 把 で いい の で 。 た 
だ し 、 筑 波 の よう な 無機 質 な 都市 づく り に な ら な いよ うに 岩手 
の 良さ を 生か し て 。1990 年 ご ろ に 、 外 国人 研究 者 か ら 八 幡 平 で 
の 国際 会 議 が 環境 が と て も よい と いわ れ た 。 外国 人 は 静か な と 
ころ で 研究 する の を 好む 。 













































































高橋 今年 に な っ て 、 衝 撃 を 受け た も の の 一 つ に 、 日 本 を 代表 す 


る ソニ ー や パナ ソニ ッ ク 、 シ ャ ー プ の 大 赤字 決算 が ある 。 背景 
に は 日 本 メー カー の 競争 力 の 低下 が ある 。 か つて は 液晶 パネ ル 、 
DVD、 カ ー ナ ビ 、DーRAM な ど 世 界 の シェ ア を 大 きく と っ 
て いた 。 い まで は 10%~20% し か な い 。 そ の 結果 、 岩 手 の 
モノ づく り に 対し て も 大 き な 影 響 が 出 て くる の で は な いか 。 そ 
こ で 日 本 の モノ づく り の 競争 力 を どう 構築 する か 。 そ の た め に 
は 基礎 的 な 科学 分 野 、 先 端 分 野 に も 力 を 入れ て いく ご き 。 そう 
いう 視点 か ら 見 る と 、IL し LC は 、 日 本 、 岩 手 に 誘致 すべ き 。 そ 
う で な いと 、 日 本 の 将来 は 暗い も の に な っ て くる 。 そう いう 大 
き な 課 題 で あり 、 日 本 の 将来 を 左右 する も の 。 

震 災 で 多く の も の を 失っ た が 、 ILC が 実現 すれ ば 得る も の 
と な る 。 何と し て も 実現 し た い 。 も っ と も 経済 界 で 力 を 入れ た 
い 。 

























































































〇 知事 8000 億 円 の 巨大 事業 で ある が 、 超 巨大 な 装置 を 、 国 際 的 協 
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カカ で 世界 で 一 つ 、 人 類 と し て 一 つ 作 り 、 人 類 と し て 最 先 端 の 科 
学研 究 を し て いく こと は 、 准 戦 が 終わ る ころ か ら 競 争 よ り 協 力 
が 強まり 、 ま た 、 各 先進 国 財政 が 茂 し く な る 中 で 、 単 独 の 国 で 
は で き な い 。 9 0 年 代 か ら 国際 宇宙 ステ ーション も 、 ア メリ カ 
の も の を ベー ス に 、 ロ シア や 日 本 の ステ ーション を くっ つけ て 
国際 協力 し て いる 。 

2000 年 以降 で は 、 ス イス の ジュ ネー ブ の 円 形 の 加速 器 。2010 
年 代 は 次 の 世代 の 加速 器 と いう 流れ 。 宇宙 ステ ーション は アメ 
リカ が 中 心 で や り 、 ジ ュ ネ ー ブ は ヨー ロッ パ 、 今度 は 日 本 の 順 
番 が 当たり 前 。 3 年 くら い 前 か ら 北 上 山地 が 有力 に な っ て き て 
いる 。 こ れ に 呼応 し て 、 平 成 21 年 4 月 に は 東北 加速 器 基礎 科学 
研究 会 が で きた 。 

去年 の 3 月 11 日 に 復興 事業 と し て の ILC の 視点 が 新た に 生 
まれ た 。 そ も そ も M9. 0 は 、 日 本 で は 初め て 、 世 界 で も 観測 
され て か ら 4 回 上 有 目 。 和 震源 に 近く て も 北上 山地 は 岩盤 が 非常 に 安 
定 し て いる こと が 分 か っ た 。 地域 資源 を フル に 活用 し た 復興 が 
原則 で ある 。 その 観点 か ら も 、 こ の 強力 な 岩盤 を 復興 の 材料 に 
し て いか な く て は 。 
オー ル 東 北 の 産 学 官 連携 の 中 で 進め て いけ る 事業 で ある 。 目 
玉 に ふさ わし い 。 開か れ た 国際 的 な 事業 で ある 。 世界 と 協力 し 
な が ら 日 本 全体 を 復興 する ん だ と いう 頭 を 日 本 政府 に 持っ て も 
らい た い 。 そ うす れ ば 、 そ の 一 つ に ILC が な る 。 政府 は 、 研 
究 者 の 合意 が 先 と 考え て いて 、 踏 み 込 み が い ま 一 つ 。 5 億 円 は 
復興 を 意識 し た 踏み 込ん だ 予算 措置 。 KEK の 18 億 円 の 交付 
金 も 前進 。 

国 に は 復興 計画 が な い の で 、ILC が 位置 付け られ な い 。 そ 
こ で 東北 復興 の グラ ンド デザ イン を 東北 全体 で 作っ て 国 に 見 て 
も ら う こと で 理解 し て も ら え れ ば 確か に な っ て くる 。 研究 者 の 
場所 決定 の 詰め の 段階 で も 支援 体制 が ある と いう こと が 議論 に 
大 き な 影 響 を 与え る 。 

東北 や 岩手 の 産学 官 連 携 の 形 が 大 切 で あり 、 機 構 で も し っ か 
り 取 り 組 ん で いく と いい 。 



















































































































































































葉 部 長 次 に 、 御 自身 の 団体 が ば の よう に ILC に か か わる か 
目 由 に 発言 くだ さい 。 
井 


岩手 な ら で は 、 を PR し て 、 岩手 に 誘致 す べき 。 世界 の 中 
で も 優位 性 を 持っ て いる 。 岩手 県 内 で 研究 者 が 交流 する こと ヵ 
大 切 。 研究 者 が 仙台 に と ど ま る こと に な っ て は ダメ 。 下支え す 
る 土台 づく り が 必要 。 5 大 学 の ロン ツー シア ム も ある が 、 理 学 
部 が な い 。 素 粒子 研究 で は 引っ 張れ な い の で 、 研 究 者 交流 で 頑 
張り た い 。 
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葉 部 長 経済 団体 の 応援 団 は どう か ? 





~ 





谷村 まだ 具体 的 で は な い が 、 経 済 団体 が まとまっ て 行動 し て 行 
か な いと うま くい か な い 。 関係 団体 を まとめ て いき た い 。 個人 
的 に は 、 岩 手 の 田 人 告 で も コカ コー ラ を 飲め る と 。 わく ね わく し て 
いる 。 








中 村 学部 の こと は ある が 、 建 設 に は 10 年 くら いか か る の で 、 

東北 大 の 山下 先生 か ら 聞 いた が 、 全 部 日 本 の 技術 で 作れ る 。 肝 
心 の と ころ は 相当 の 先端 技術 。 ス ー パ ーー コンピ ュー ター も ある 。 
日 本 の 企業 が 注力 し て 最 先端 の も の を 作れ ば 、 民需 に も 生か せ 
る 。 日 本 だ け で は 全部 は や れ な い が 。 精度 が 高い も の な の で 、 
現場 で 作ら な いと いけ な い 。 場合 に よっ て は 現地 に 工場 を つく 
っ て も いい 。 そ し て 、 そ ね れ を 残し て 行っ て も ら う 。 その 中 で 岩 
手 県 の 大 学 も 協力 する こと に な る の で は 





























千葉 部 長 知事 か ら お 願い し ます 。 





知事 今日 は 、 そ れ ぞ れ の 組織 ・ 団 体 の 観点 か ら 、 地 に 足 の 着い 
た 、 将 来 に 向かっ て 希望 の ある 意見 を 伺う こと が で きた 。 私 も 
希望 を 膨らませ た 。 機 構 の 枠組 み に も マッ チ し て いる テー マ な 
の で 、 引 き 続 き 取 り 組 ん で いき た い 。 





葉 部 長 以上 で 、 デ ィ ス カッ ショ ン を 終わ り ま す 。 


その 他 





千葉 部 長 次 第 の 「 そ の 他 」 で す が 、 皆 様 か ら 何 か あり ます か 。 


甘 竹 平成 2 0 年 の 設立 以来 、4 年 間 大 変 お 世話 に な り ま し た 。 
今回 で 退任 する こと に な り ま し た 。 私 自身 も 、 大 変 勉強 させ て 
いた だ きま し た 。 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 御 発 
展 を 祈念 し て 御礼 に 代え させ て いた だ きま す 。 本 当 に あり が と 
ご ざい まし もし た 。 














知事 甘 短 さん に お か れ ま し て は 、 平 成 20 年 4 月 の 「 い わ て 
未来 づく り 機 構 」 の 設立 当初 か ら 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー 
と し て 、 お よそ 4 年 間 に わ た り 参 画 を いた だ きま し た 。 

この 間 、 東 日 本 大 震 災 津波 を は じ め と し た 、 大 き な 災 害 が い 
くつ も あり 、 甘 竹 さ ん 御 自 身 も 被災 され る と いう な か に あっ て 、 
多く の 貴重 な 御 意 見 、 御 提言 を いた だ きま し た こと に 厚く 御礼 




















また 、 こ の 間 、 平 泉 が 世界 遺産 に 登録 され る な ど 、 明 る い 話 
題 も あり まし た 。 

「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 も 、 き ょ よう の ILC も そう で す が 、 
明る い 未 来 を 作っ て いか な けれ ば な ら な いと いう 中 に あっ て 、 
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引き 続き 、 御 指導 、 御 助言 を いた だ きま す よ うお 願い 申し 上 げ 
ます 。 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 











〇 千葉 部 長 会 場 の 皆様 、 甘 竹 様 に も う 一 度 拍手 を お 願い し ます 。 








〇 千葉 部 長 事務 局 か ら 何 か な いか 。 


〇 千葉 部 長 それ で は 以上 で 、 終 了 す る 。 


